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事務事業評価シート
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１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要
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５．今後の方向性（担当室による内部評価）
 【選択肢】
　 継続（改善）、継続（現行）、継続（拡大）、継続（縮小）、統合検討、休止検討、廃止検討、事業完了（予定含む）

継続（改善）

今後の対応方針（課題解決への取組内容、具体的な見直し内容、継続の理由等） ６．事務事業の取組に関係する市の計画

  施設の運営基準に基づき、関係部局及び関係機関との連携を図りながら、さらに利用ニーズ
に即した保育環境の整備、支援員等の人材確保等に努める。
  子ども・子育て新制度が平成２７年度に施行され、保育所（園）等の保育施設が充実してきたこ
とにともない、学齢児童の利用希望者数は増加傾向にある。保育室及び支援員等の確保等、同
事業の必要性がさらに高まっている。

ばりっ子すくすく計画
男女共同参画基本計画

４．担当室による事務事業の点検

  子ども・子育て新制度が平成２７年４月１日から施行し、施設の運営基準が明確にされた。関係部局との連携を図りながら、保育環境の整備、
支援員等の人材確保等が今後の検討課題である。  発達障害を持つ児童の受入れにあたっては、関係機関と連携を図って受入れ体制を整備
し、支援員等の資質向上等保育環境の整備に努めた。  １４箇所の小学校区において、地域で組織された運営委員会に放課後児童クラブの運
営を委託している。

考察（H.28年度の取組評価、課題、施策への貢献、市民との協働など）

一般財源 0 11,082 19,844 19,844 19,8440 19,844

39,686 39,686 39,686

地方債

39,686

0.60人 0.60人 0.60人

臨時職員等 0.02人 0.00人 0.00人 0.00人

0.60人

0.00人

4,500千円 4,500千円 4,500千円

①+②総事業費 0千円 52,565千円 64,030千円 64,030千円 64,030千円

0千円 4,500千円

0千円 64,030千円

②概算人件費 0千円 3,709千円

人
工
数

職員 0.49人

国･県支出金 37,774内
訳

(

千
円

)

その他（　　　）

H.30年度(計画予
算)

H.31年度(計画予
算)

H.32年度(計画予
算)H.27繰越分 H.28現年分

①直接事業費 48,856千円 59,530千円 59,530千円 59,530千円

H.28年度（決算見込） H.29年度(作成時予算額)

H.28繰越分 H.29現年分

59,530千円

福祉子ども部 子ども家庭室 福地  さおり 児童福祉総務費 放課後児童健全育成事業

総
合
計
画

政 策 支え合い健康でいきいきと暮らせるまち 事業目的（めざす効果）

基本施策

事業内容

(H.29)No. 1062 (H.28)No. 1062

事務事業名 放課後児童健全育成事業
会計区分 事業コード 193501
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

民生費 放課後児童対策事業

担当部局名 担当室名 室長名 児童福祉費 （小事業名）

地域福祉の充実   留守家庭児童の健全な育成を図るとともに、保護者
の仕事と家庭の両立支援を図る。
  地域における福祉ネットワークのさきがけとなり、子育
て支援の充実に寄与している。

施 策 子ども・子育て支援

重点プロジェクト

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

  保護者の就労等により、昼間、保護指導を受けること
ができない留守家庭児童を対象にその健全な育成を
図る。
  校区ごとの地域で組織された運営委員会に放課後児
童クラブの運営を委託している。

H.28年度（事業量・取組実績） H.29年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

・放課後児童クラブの運営管
理
  クラブ数：１７箇所

・放課後児童クラブの運営管
理
　 クラブ数：２０箇所

H.30年度(事業計画) H.31年度(事業計画) H.32年度(事業計画)

・放課後児童クラ
ブの運営管理

・放課後児童クラ
ブの運営管理

・放課後児童クラ
ブの運営管理


